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■巻頭言「忘れてはならない年」 

センター長 森 啓明 
 昨年は「ＴＰＰ大筋合意」「新安保法制」など、これからの日本と世界のあり

方に大きな影響を与える出来事が多かったように思います・・・ 

1 

 
■実験用ブタ研究に関する最近の話題 

養豚・養鶏科 上席研究員 大竹 正剛 
動物福祉意識の高まりから実験用ミニブタの需要が高まっています。当センター

では、体細胞クローン技術等を駆使して、より付加価値の高いミニブタの開発を行っ

ています・・・ 

2 

 
■デュロック種の系統造成について 

養豚・養鶏科 主任研究員 寺田 圭 
平成９年に完成させたデュロック種系統豚「フジロック」の後継となる系統豚

の改良が進み、完成が近づいています・・・ 

4 

 
 
 
 

■超音波測定装置の比較 

養豚・養鶏科 主任研究員 寺田 圭 
ポータブル型と据置型の２台の超音波測定装置で豚の背脂肪厚を測定したと

ころ、両者の測定値には、0.8 という強い相関が認められました・・・ 

5 

 
■地鶏「フジ小軍鶏」の人工授精法の改善 

養豚・養鶏科 研究員 中川 佳美 
「フジ小軍鶏」は、雌雄の体格差が大きいため自然交配が困難で人工授精が必須

です。より効率的な人工授精法を求めて、授精頻度等の検討を行いました・・・ 

6 

 
■ミクロの生き物に教わる養豚浄化槽のコンディション 

資源循環科 上席研究員 石本 史子 
浄化槽の中には、季節や状態によって異なる様々な微小生物が観察されます。

これらの微小生物の観察を現場での排水処理施設の管理に生かしましょう・・・ 
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■農林大学校中小家畜分校だより 10 
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今年は暖かく穏やかな年明けでしたが、皆さ

んはどのような新年を迎えられましたでしょ

うか。 

私は「嵐の前の静けさ」を感じました。昨年

は「ＴＰＰ大筋合意」「新安保法制」「中国の人

口抑制策の解除」「地政学上のリスク」｢国内原

発の再稼動｣などこれからの日本と世界のあり

方に大きな影響を与える出来事が多かったよ

うに思います。今年はこれらに加え 29 年度か

らの消費税の引上げ前夜でもあります。 

この中でわが国経済、とりわけ農畜産業に最

も影響があるのは「ＴＰＰ大筋合意」と思われ

ます。これから各国とも議会での議決を経て協

定の批准、施行となるのですが、この協定を主

導するアメリカでは大統領選の結果によって

は、今明らかにされている内容での批准は確実

とは言えません。日本においてもこの協定の影

響を試算し、昨年 11 月に「総合的なＴＰＰ関

連政策大綱」を発表し、畜産においては価格差

補填制度の法制化や内容の充実などを謳って

います。 

この中に｢未来の農林水産業・食料政策のイ

メージを明確にする～」という一文があります

が、今後、食料政策について、イメージではな

く、明確な内容が示されることを期待したいと

思います。国レベルでのしっかりした国民の食

料確保の方針が示されれば、我々地方公共団体

は生産現場での対応策も明快なものを作るこ

とができます。   

さて、食料確保についての不安は前号でも述

べましたが、今年はさらにその不安が現実味を

帯びてくるような出来事がありました。中国の

人口抑制政策の転換です。中国は日本と同様、

急速に高齢者の人口に占める割合が大きくな

っており、労働人口の減少と老人介護問題が背

景にあるといわれています。中国の現在の人口

は約 14 億人です。言うまでもなく世界一の人

口を誇っています。と同時に世界第二位の経済

大国でもあります。これ以上は言わずもがなで

す。 

 

 

閑話休題 

これからの中小家畜研究センターの研究の

柱を検討中であると前号で述べましたが、今回

は関係者の皆さんのご意見を伺いたいと思い、

その概要をお知らせします。 

 

１ 養豚・養鶏に関する研究 

県内産豚肉・鶏肉の競争力を高め、生産基

盤の維持拡大を目指すことを目的とする。 

 ① 遺伝子解析・育種技術を用いた研究 

-1 特徴的な肉質を持った豚・肉用鶏の開

発 

-2 生産性の高い豚の開発 

(産子数、産肉性、抗病性) 

２ 畜産環境に関する研究 

  悪臭及び窒素技術の開発 

３ 医用ブタに関する研究 

  遺伝子析・編集技術、クローン技術育種技

術を用いた創薬、医薬研究用ブタの開発 

４ 温暖化や省力化への対応に関する研究  

  ICT や新エネルギーを用いた畜舎構造や管

理技術の開発 

５ 経営に関する研究・支援 

自販経営技術、商品開発など 

 

あまり目新しい内容ではないかも知れませ

んが、現在当センターが持っている強みをベー

スとして次世代が求める物・技術を提供してい

くことが我々の使命であると考えています。 

是非、ご意見をお寄せください。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

「2016 年」は日本、いや世界にとって忘れて

はならない年になるかもしれません。 

畜産関係者の皆さんにとって、今年がよい記

憶として「忘れてはならない年」になるよう努

力したいと思っています。 

 

2016 年 1月 

中小家畜研究センター 

センター長  森  啓 明                                                                                                      

巻頭言 忘れてはならない年 

1 
中小家畜研究センターだより 第９号（平成 28 年２月） 



当センターでは、これまでの養豚研究の成果

を生かして、実験用ブタの研究開発にも力を入

れています。研究背景としては、ブタの医学・

薬学利用への高まりがあります。また本県は、

医薬品・医療機器生産額が全国１位であり、国

内有数の医療関連や実験動物生産企業が所在し、

施策としても医療関連産業創出に力を入れてい

ます。そこで、今回、ブタの実験用途について

の現状と、当センターの研究概略について、ご

紹介します。 

動物実験をめぐる国内外の情勢 

医療や創薬に関わる研究開発には、動物実験

が不可欠ですが、近年、国際的な動物福祉への

意識の高まりから、動物実験の必要性が厳しく

精査されています。欧米では、既にサルやイヌ

の使用が制限されつつあります。一方、ブタは

産業動物という位置づけから、実験利用への抵

抗が少なく需要が拡大しており、大型実験動物

の主流になりつつあります。国内では、その傾

向は穏やかであるものの、実験動物全体の流通

量が停滞傾向にある中で、ブタの販売数は伸び

てきています。 

ブタのメリット・デメリットと利用方向性 

ブタの実験動物としての特性には、まず生理

学・解剖学的にヒトに近いことが挙げられます。

また、微生物コントロールがしやすいことも特

長です。しかし、これまでは体躯が大きすぎる

ことで取扱いが困難であることや必要な投薬量

が多くなってしまうこと、また遺伝的背景が明

確でないことが障害となり、ブタの利用はサル

やイヌに及びませんでした。 

ブタの実験用途には、大別して医学研究と薬

学や医薬品・医療機器評価利用があります。医

学研究では、医学トレーニングや移植研究、再

生医学研究に供されています。これには、費用

対効果から家畜ベビー豚かミニブタが選択され

ます。近年では、自治医科大学のピッグセンタ

ーなど医用ブタ専門施設が運用されています。

一方、医薬品・医療機器評価では、新薬や新し

い医療機器の承認のための毒性データの取得に

使われ、厳密な試験成績とベースとなる基礎デ

ータが求められます。国内では、CRO(医薬品開

発業務受託機関)、来年には福島県医療機器開

発・安全性評価センター（仮称）も整備され、

ミニブタが利用されます。 

国内の実験用ブタとマイクロミニピッグ 

国内の実験用ブタの供給は、ゲッチンゲン系、

NIBS 系、クラウン系ミニブタが主流でしたが、

2009 年から県内の富士マイクラ(株)より、世界

的にも格段に小さい“マイクロミニピッグ®”が

新たに販売されました。マイクロミニピッグは、

6ヶ月齢の体重が 10㎏であり、既存の実験用ミ

ニブタよりも格段に小さいことから、特に長期

にわたる飼育を伴う医学研究に最適なツールと

して注目されています。 

マイクロミニピッグを素材とした研究開発 

当センターでは、このマイクロミニピッグの

特長に、さらに付加価値を付けた実験用ブタの

開発を行っています。体細胞クローン技術や遺

伝解析・育種技術を駆使し、より形質の斉一性

と生産効率の改善をねらったブタを開発し、新

しい産業化を目指しています。 

 

（養豚・養鶏科 大竹正剛） 

実験用ブタ研究に関する最近の話題 
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図１ 戻し交配で「超小型」形質を獲得した

GFP ミニブタ(ブラックライト照射下；体重 2

㎏／1.5 ヶ月齢) 

 図２ クローン技術を応用して斉一化させた

「MMP 中小系」 ２世代前の祖父母の原種豚をク

ローンで作出することで半永久的に同様の形質

(毛色・免疫系)を生産できる。 

   

 

  

図３ 形質の斉一性を極限まで高めた「MMP 近

交系(仮)」 近親交配を重ねて高い試験デー

タの精度と、安定供給を両立できる系統を作

出する。 

  

 

マイクロミニピッグいろいろ 
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新たなデュロック種系統豚が完成します 

 当研究センターでは平成 22 年度からデュロ

ック種の系統造成を実施しています（フジロッ

ク 2（仮称））。平成 9 年に完成したデュロック

種系統豚「フジロック」の後継となる系統豚で

す。 

改良目標 

 フジロック 2の改良目標は以下の表のとおり

としました。 

 

一日増体重(g/day) 935 1,000

背脂肪厚(cm) 1.61 2

ロース断面積(cm2) 33.6 38

剪断力価(lb/cm2) 7.5 7

選抜形質
第4世代
選抜豚

改良目標

 

 一日増体重は体重 30㎏から 90㎏の増体を調

査しました。背脂肪厚とロース断面積は体重 90

㎏時に超音波測定装置を使用して体長 1/2 の部

位を調査しました。剪断力価は全兄弟の肉質調

査豚を使用し、体重 110 ㎏で出荷し、茹でたロ

ース肉の赤身部分を 1㎝角に切り取りその肉を

切断するときに必要な重さを測定しました。 

三元交雑豚の止め雄として発育の速さ、良好な

赤肉と脂肪の割合、さらに良好な食味をもつ系

統豚を目指しています。 

 現在は第 4世代の選抜が完了しており、こ 

の世代から第 5世代を生産し、選抜を実施して

系統造成を完了させる計画です。 

選抜改良の状況 

 改良目標のそれぞれの項目は、BLUP 法と呼ば

れる方法で育種価を推定しました。育種価は性

別・生まれた時期等それぞれ異なる環境を考慮

して、その豚が持つ能力を示した数値です。ま

た、それぞれの項目の関連性や数の大きさを考

慮した選抜指数式を作成し、総合育種価を算出

しました。いわばその豚の能力の合計値となり

ます。各世代の総合育種価は下図のとおりでし

た。 

 

 

肉質に関与する項目について 

改良目標以外で肉質に関与するであろう項目

についてそれぞれの世代ごとに以下の表にま

とめました。 

クッキングロス 筋肉内脂肪含量
％ ％

1 29 28.0 2.9

2 49 26.6 4.2

3 70 27.1 3.0

4 35 27.6 4.3

世代 n

 

概ね良好な成績が得られました。 

まとめ 

 後継のデュロック種系統豚（フジロック 2（仮

称））は改良が進み完成が近づいています。平

成 29年 3月に配布を予定しています。 

よろしくお願いいたします。 

 

（養豚・養鶏科 寺田 圭） 

デュロック種の系統造成について 
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当センターの所有する超音波測定装置 

 当研究センターでは２つの超音波測定装置を所

有しています。HS-101VとHS-2200です。今回は、

両測定装置で背脂肪の厚さとロース断面積を比較

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

HS-101V：小型で充電式 価格約40万円 

主な用途は、妊娠診断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HS-2200：大型で電源が必要 価格300万円 

主な用途は、肉豚の能力測定 

 

背脂肪の厚さの違い 

 HS-101V と HS-2200 で背脂肪の厚さを調査しま

した。同じ位置を測定しました。 

 両者の似通いを示す相関係数は、0.8でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロース断面積の違い 

 次にロース肉の大きさを示すロース断面積を調

査しました。HS-101V ではロースの全体を見るこ

とができないのでロースの深さを測定しました。

同じ位置を測定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両者の似通いを示す相関係数は、0.3でした。 

まとめ 

 豚の背脂肪の厚さは、母豚の管理の面で重要な

指標となっています。母豚の過肥は、産子数・受

胎率・分娩の事故率に大きく影響するためです。

価格の安い妊娠診断用のHS-101Vを用いて比較的

正確に背脂肪の厚さを測定することができること

が判りました。 

（養豚・養鶏科 寺田 圭） 

 

超 音 波 測 定 装 置 の 比 較  
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「フジ小軍鶏」（以下、本鶏）は、中小家畜

研究センターにおいて、静岡県西部地域で飼育

されてきた観賞用の「遠州小軍鶏」と、地鶏の

生産によく利用されている「ロードアイランド

レッド」の交配により平成 22 年度に開発、同

年８月から県内農場において生産されていま

す。 

本鶏の持つ｢小型｣かつ「高品質な肉質｣とい

う特徴は、地鶏で唯一であり、県内外に幅広く

市場拡大が期待できます。しかし、本鶏のさら

なる消費拡大のためには肉質の向上・安定化及

び効率的な種卵の供給体制の構築が必要とな

ります。 

このうち、肉質に関しては、センターだより

第８号で紹介しましたので、今回は人工授精法

の改善に関する研究について紹介します。 

 

 

写真１ 遠州小軍鶏（左）・ロードアイラン

ドレッド（中央）・フジ小軍鶏（右） 

鶏の人工授精とは 

そもそも、一般的に鶏の繁殖は、牛や豚と違

い、平飼い（鶏が床面を自由に行動できる飼育

方法）で自然交配により行われます。鶏の人工

授精技術は、主に品種改良や品種の保存等に利

用される技術であり、コマーシャル鶏（肉や卵

を生産する鶏）の生産に用いることはあまりあ

りません。 

しかし、本鶏の場合、雌雄間の体格差が大き

く、自然交配が困難であるため、人工授精が必

須となります。 

 

写真２ 鶏の人工授精 

本研究では、種雄鶏の飼育羽数や人工授精作

業の手間を減らすため、①人工授精頻度、②精

液希釈液を用いた人工授精法、③凍結精液を用

いた人工授精法、の３点について研究を行いま

した。 

人工授精頻度の検討 

 当センターの慣行法（月曜日・木曜日に人工

授精、原液の精液）を基準として、週１回及び

２週に１回の３つの人工授精頻度を比較した

結果、２週に１回の人工授精では、ふ化率が低

下することが分かりました。（図１） 

精液希釈液を用いた人工授精法の検討 

当センターの慣行法と、希釈精液を用いた場

合を比較した結果、Lake 液で３倍希釈しても、

ふ化率は維持されることが分かりました。（図

２） 

凍結精液を用いた人工授精法の検討 

 凍結精液は、採取した精液を、精子を凍結の

影響から守る凍結保護剤を含む精液希釈液と

混合し、液体窒素で急速に凍結して作製します。 

 

地鶏「フジ小軍鶏」の人工授精法の改善 
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今回の研究の結果、凍結精液を用いた人工授

精法では、精子の運動性やふ化率が極端に低下

することが判明しました。（表１、図３） 

まとめ 

研究の結果、週に１回、Lake液で３倍希釈し

た精液を用いても、慣行法と同等のふ化率を維

持することが分かり、現在本鶏の生産に活用し

ています。 

また、凍結精液を用いた人工授精法は、本鶏

には不適当であることが分かりました。 

本試験の結果をもとに、本鶏の種卵供給体制

強化に努めていきます。 

 

（養豚・養鶏科 中川佳美）

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

図１ 人工授精頻度がふ化率等に及ぼす影響     図２ 精液の希釈率の違いがふ化率等に及ぼす影響

異符号間に有意差あり（p＜0.05）          異符号間に有意差あり（p＜0.05） 

 
 
 

表１　凍結精液の精液性状

凍結精液区 70.0 ± 5.7
b 153.3 ± 5.03

慣行区 94.7 ± 2.1
a 558.3 ± 9.95

（平均値±標準偏差）
異符号間に有意差あり（p＜0.01）

生存指数
１㎣あたりの精子数

（×10５個）

 
 

                       図３ 凍結精液を用いた場合のふ化成績 

異符号間に有意差あり（p＜0.01） 
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４年前（平成 23 年度）のセンターだよりで

も紹介しましたが、毎週２回、センターの養豚

排水処理施設の活性汚泥に出現する微小生物

を観察しています。当センターの施設は、２段

酸化方式といって、排水を曝気槽→沈殿槽→接

触酸化槽→沈殿槽と 2段階に分けて生物処理を

行っていますが、季節によってそれぞれの槽に

出現する微小生物の種類が異なるという現象

が見られることがわかりました。 

 

冬の生き物、夏の生き物 

おちょぼ口のツリガネムシ「オペルクラリ

ア」の見られる冬から春にかけては、曝気槽と

接触酸化槽で見られる微小生物の種類にほと

んど差はみられません。アーモンド形の「ウロ

ネマ」やＣ形の「コルポダ」、くちばしの生え

たような形の「テトラミタス」といった小型（30

μm 以下）の生き物がフロックの間をくるくる

と泳ぎ回っています。 

 

図１ オペルクラリア ウロネマ（□囲み） 

コルポダ（○囲み） 

 

一方、大口のツリガネムシ「エピスティリス」

の見られる時期には、接触酸化槽の微小生物の

種類が多いときには、曝気槽の 2倍くらいにも

増えます。 

特に目立つのは、大型（200μm以上）で体をヒ

ルのように伸び縮みさせながら移動し、頭部の

繊毛の輪をぐるぐると回して細菌を食べる「ヒ

ルガタワムシ（蛭型輪虫）」です。そのほかに

も針山のような「トコフリア」や、殻をもった

アメーバの仲間など、多様な生き物が観察され

ます。 

 
図２ エピスティリス  ヒルガタワムシ 

 

微小生物の出現を左右する要素は何？ 

水質の指標である BOD は、エピスティリスの

出現時期のほうがオペルクラリアの出現時期

より低い傾向にありました。ツリガネムシは、

良好に処理が行われているときの指標とされ

ていますが、エピスティリスがいるときのほう

がより良好に処理が行われている状態にある

と考えられます。 

実際、オペルクラリアと同時に見られた微小

生物は、消化不良（負荷が高い）とか、アンモ

ニア濃度が高いときの指標とされているもの

です。一方、エピスティリスと同時に見られた

微小生物は、汚濁物質が分解されて負荷が少な

くなった状態の指標とされているものが多く、

これは１段目の曝気槽での処理が進んだ結果、

２段目の接触酸化槽の負荷が下がったことで

このような変化がおこるものと考えられまし

ミクロの生き物に教わる養豚浄化槽のコンディション 
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た。 

水温でみると、おおむね 20℃以上になるとエ

ピスティリス、それ以下でオペルクラリアが出

現する傾向が見られました。種類が入れ替わる

時期には、出現頭数も減少する傾向がみられま

す。その時期は、ちょうど冬から春、秋から冬

への季節の変わり目に当たり、施設の運転管理

が大変と感じている方も多いと思います。ツリ

ガネムシの出現状況も槽内の環境が大きく変

わっていることを示しているのではないかと

考えられます。 

0
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℃
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水温

 図３ 季節別ツリガネムシ出現状況 

 

微小生物で槽のコンディション診断を 

ここにあげた微小生物は、100 倍程度の顕微

鏡で十分観察が可能です。特に特徴的な形をし

たツリガネムシは、（種類まで見分けるのはち

ょっと大変ですが）初めて顕微鏡をのぞいた人

でも簡単に見つけることができます。 

このツリガネムシを中心とした微小生物の出

現状況と水質との関係をさらに詳細に調べ、

「最近、消化不良気味だから曝気槽への原水の

投入量を減らして様子をみよう」とか「負荷が

下がってきたみたいだから原水の投入量を増

やしても大丈夫そうだな」といったように、畜

産農家の皆さんが現場で排水処理施設の管理

に易しく利用できるように整理したいと考え

ています。 

ツリガネムシは？

いる

数は

安定
減少 いない

他の微小生物は？

小さい虫がうろうろ泳ぐ

負荷が高くて消化不良

OK

汚水投入量を減らす

返送汚泥を増やす

  図４ 診断チャート（イメージ） 

 

（資源循環科 石本史子） 
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表･紙･写･真 

平成 27 年 12 月 17 日に静岡県立大学にて、「産・

学・民・官の連携を考えるつどい 2015」が開催さ

れました。当センターからは、高橋研究員が静岡食

品環境フォーラムにおいて口頭発表を、中川研究員

が研究成果発表・交流会でポスター発表を行いまし

た。 
１(口頭）フジキンカの安定的生産に向けた取組 
 当センターが開発したフジキンカを長期に渡り

安定的に供給するために、フジロック以外のデュロ

ック種を交配した場合の影響について調査。交配に

用いるデュロック種を変更しても、従来のフジキン

カと遜色ない豚肉を生産できる可能性が示唆され

た。 
２(ポスター）地鶏「フジ小軍鶏」の品質を保つ最

適冷凍・解凍方法について 
 当センターで開発した「フジ小軍鶏」の肉を安定

した品質で安定供給できるよう、冷凍及び解凍のベ

ストな方法を研究。低温のアルコールに浸ける専用

の装置を用いて急速冷凍したものを冷蔵庫内で 24
時間かけて解凍する方法が最も良い成績だった。 
 



 

 

 

 

 

中小家畜分校では、畜産学科中小家畜コースの２年生が学んでいます。全寮制で、本年度は３名

（男２、女１）が在籍し、日課は午前中が養豚（ミニ豚含む）と養鶏エリアに分かれての実習を通

した実践学習、午後は養豚・養鶏に関する講義、卒論研究等です。その他、２カ月間の先進的農家

における先進経営研修、豚人工授精師、大型特殊自動車（農耕用）免許、フォークリフトの資格取

得等に取り組んでいます。以下、学生の学習状況や進路、卒論テーマ等について紹介します。 

 

大川紅衣（ミニ豚） 

富士宮市で非農家出身です。富岳館高校で動

物愛好部に所属し、いろいろ活動する中で将来

は養豚業に就きたいと考え、農林大学校畜産学

校中小家畜コースを専攻。実習では前半を養豚

エリア、後半をミニ豚エリアで学習しています。 

進路については、２カ月間の先進経営研修で

養豚農場を主体にミニ豚生産農場での飼育管理

も体験させていただきましたが、そこでの就職

のお誘いもあって、ミニ豚農場への就職内定を

いただき、希望に満ちています。 

卒論研究では、医学関係からも実験動物とし

て注目されているミニ豚について臓器重量をテ

ーマに研究に取り組んでいます。 

落合良英（養鶏） 

三島市で非農家出身です。幼少期から鳥類に

関心があり田方農業高校に進みましたが、進路

について考える中で畜産関係への就職に関心が

高まり、農林大学校では養鶏を選択しています。 

先進経営研修では、企業養鶏から就職のお誘 

 

いもあって、インターンシップも兼ね体験実習

に臨みましたが、いま一つ決断に至れず、研究

部への進学を選びました。 

卒論研究では、鶏の人工授精に関する希釈液

の保存方法をテーマに研究に取り組んでいると

ころですが、校内プロジェクト発表会の畜産学

科２年の代表に選ばれ、責任を感じています。 

望月裕人（養豚） 

静岡市清水区で非農家出身です。幼少から農

業に関心があり、農業高校では野菜を専攻しま

したが、いろいろ学び経験を積む中で将来は畜

産関係の仕事に就きたいと考え、農林大学校で

養豚を選択しています。 

先進経営研修では、６次産業化に取り組む経

営体で幅広く体験実習をさせていただきました

が、そこからのお誘いもあって就職内定をいた

だき、将来に向け燃えています。 

卒論研究では、豚の人工授精をテーマに、精液

希釈液の比較と保存性向上について研究してい

ます。 

 

                     

 

                      

SPF 豚舎内（豚精液処理） 肉質分析 機械研修 
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●交通 
・東名菊川ＩＣより車で約７分 

・東名掛川ＩＣより車で約 12 分  

・ＪＲ菊川駅より車で約 10 分  

・ＪＲ掛川駅より車で約 20 分  

・ＪＲ菊川駅より徒歩で約 30 分  

※バスの便はありません。 

 


